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新都市公園の整備計画について　BIG SMILEプロジェクト 　　　　　　　　　　生涯学習課　℡ 22-3765問

　　総務課　℡ 22-3742

有田市職員採用試験案内 新型コロナワクチン接種

●一般事務職（高校新卒）・消防職を募集
　未来を切り拓く発想力や行動力のある人材を求

めています。第１次試験では、多くの民間企業が

採用している総合検査SPI3を実施します。

■一般事務職Ⅲ（高校新卒）１人程度
　令和４年３月に高等学校を卒業見込みの人

■消防職　２人程度
　平成４年４月２日～平成16年４月１日までに生

　まれた人（令和４年３月卒業見込みの人を含む）

採用予定日　令和４年４月１日
第１次試験　９月19日（日）
申込期間　８月９日（月）～27日（金）
※申込みは原則、電子申請で受け付けます。

採
用 験試

問

　誰もがスポーツに親しむことで、心身ともに豊かな生活を創出する事業です。
キャッチフレーズである“からだ、こころ、満面の笑み”をもとに、８つのキー
ワードの頭文字をとって名付け、それぞれの分野を連携させることで「こころ
の健康」と「からだの健康」を満たすことのできる施設をめざしています。
　また、災害に備え、災害対応トイレやソーラー照明などの導入を図ります。

BIG SMILEプロジェクトとは

既にオープンしている「えみくるARIDA」を含めて「運動型健康増進総合施設」として、港町から初島町浜にかけて
の区画に下記の施設を整備します。令和６年度のオープンをめざして、令和３年度から工事を行います。

❶多目的グラウンド【人工芝、ナイター照明】
　サッカー、陸上ホッケー、フットサル、
　グラウンドゴルフなど多目的に使用可
❷屋根付き多目的ひろば【人工芝、ナイター照明】
　雨天時にも使用でき、ゲートボール、フットサル、
　イベントなど多目的に使用可
❸健康遊具ルート
　周遊コース上に多数の健康遊具を点在させ、ウォーキン
　グなどを通じて多世代の健康と交流を促進
❹遊具ひろば
　子どもが遊びながら全身運動を習得できるアスレチック
　遊具や３Dトランポリンを設置した多世代交流の場

❶多目的グラウンド【人工芝、ナイター照明】
　サッカー、陸上ホッケー、フットサル、
　グラウンドゴルフなど多目的に使用可
❷屋根付き多目的ひろば【人工芝、ナイター照明】
　雨天時にも使用でき、ゲートボール、フットサル、
　イベントなど多目的に使用可
❸健康遊具ルート
　周遊コース上に多数の健康遊具を点在させ、ウォーキン
　グなどを通じて多世代の健康と交流を促進
❹遊具ひろば
　子どもが遊びながら全身運動を習得できるアスレチック
　遊具や３Dトランポリンを設置した多世代交流の場

新都市公園の概要

●新規予約の受付を再開します
　８月２日（月）からワクチン接種の新規予約受付

を再開します。ワクチン供給量に応じて可能な限り

予約を受付します。

予約方法　LINE、電話
※詳細は接種券に同封のチラシをご確認ください。

　　新型コロナワクチン接種推進室　℡ 82-5360

●【変更します】集団接種「会場」
下記日程の集団接種を予約していただいた方へ

会場を変更させていただきます。

　・８月７日（土）、28日（土）

　・８月８日（日）、29日（日）

会場　市民体育館 文化福祉センター

※最新情報は市ホームページ、メールマガジン、

　LINEをご覧ください。

※上記日程については、すでに定員に達しているため、

　予約できません。

※９月日程については、供給量が分かり次第、実施

　の有無をお知らせします。

問
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人口
0～5歳児童数
保育園児数
幼稚園児数
出生数

33,443
1,686
815
214
256

Ｈ１８年
31,575
1,377
678
170
202

Ｈ２３年
29,578
1,161
606
159
190

Ｈ２８年
27,057
895
474
133
132

Ｒ３年
3/31
3/31
5/1
5/1

起算日

※出生数は３月31日までの直近１年間の数字

子どもたちが輝く未来へ
　今後の就学前児童の幼児教育や保育サービスのあり方を検討するため、「有田市立保育
所あり方検討委員会」を設置し、様々な立場の方の意見を踏まえ、有田市立保育所再編
基本計画を策定しました。この計画を基に、今後10年を目途に保育施設の老朽化や児童
数の減少に対応する形で、統合などの集約化による施設の整備を順次行いながら、新た
な保育サービスの導入や幼児教育・保育の質の向上などの取り組みを推進します。

①児童数の減少

　人口減少・少子化により０歳から５歳の児童数は激減し
ており、今後さらなる減少が見込まれます。入所児童数
の減少は、社会性を育むための適正規模による集団保育
を困難にするとともに、非効率な運営をもたらします。

②施設の老朽化

　既存の保育施設はそとはま保育所を除き、築40年以上
経過しており、近い将来大規模な改修・改築が必要と
なっています。

③ニーズの多様化

　核家族化や女性の社会進出により、保育ニーズは多様
化しています。人口が減少していく中、限られた予算や
人員で現在の施設数を維持し多様化するニーズへの対応
は困難です。将来に向けての持続可能な運営を行いなが
ら、多様なニーズに対応していく必要があります。

保育所再編
基本計画を
策定しました

■再編の進め方
①保田地区に０歳から受け入れ可能な新保育所を建設

②宮原保育所と糸我保育所を統合、宮原地区に新保育所を建設

③古江見・宮崎町・そとはまの３保育所については、エリア内
の２つの私立幼稚園と協議をしながら、児童数や幼稚園の機能
拡充等の状況を踏まえつつ施設配置を決定

『市立保育所の果たす役割』

１．多様なニーズに応じた教育・保育
の充実

２．就学前教育と小学校教育との円滑
な接続と連携の促進

３．特別な支援を必要とする子どもや
子育て家庭への支援の推進

４．職員の専門性及び資質の向上

６．子育て家庭や地域との
連携

単位：人

■保育所を取り巻く現状と課題

有田市立保育所再編基本計画は市ホームページからご覧ください。

　　福祉課　℡ 22-3526
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５．市立保育所・私立幼稚園の連携強化

『再編の必要性と目的』

１．施設の更新を確実に行い、安心
して過ごせる環境をつくる

２．限られた資源を集約し、時代の
ニーズに合った保育環境を整える

３．集団性を確保し、社会性を育む
環境をつくる


